
井
原
分
団
第
３
部
は
、
自
治

連
合
会
役
員
や
Ｏ
Ｂ
を
招
い
て

午
前
六
時
か
ら
機
庫
前
で
式
を

行
い
、
竹
内
誠
部
長
が
「
今
年

は
新
人
二
名
を
迎
え
た
。
倉
掛

夏
目
地
区
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
皆
の
力
を
結
集
し

て
任
務
に
当
た
り
た
い
」
な
ど

と
挨
拶
。
こ
れ
に
対
し
て
来
賓

ら
が
日
頃
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に
、
献
身
的
活
動
に
謝
意

を
示
し
た
。

続
い
て
団
員
は
井
原
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
た
分
団
式
典

と
、
市
民
会
館
で
の
市
団
式
典

に
出
席
。
正
午
よ
り
、
郷
社
を

出
発
す
る
井
原
分
団
防
火
パ
レ

ー
ド
に
は
、
少
年
団
・
育
成
会

・
婦
人
会
関
係
者
も
参
加
。
向

町
河
原
で
一
斉
放
水
を
披
露
し

て
新
年
の
門
出
を
祝
っ
た
。

消
防
技
術
を
競
う
井
原
分
団

消
防
操
法
訓
練
大
会
が
二
月
二

日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
か
れ
た
。

地
元
第
３
部
は
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
へ
１
班
と
２
班
の
二

チ
ー
ム
が
出
場
。
先
に
操
法
を

実
施
し
た
２
班
が
選
手
の
規
律

や
ホ
ー
ス
の
延
長
・
収
納
な
ど

で
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
て
二
年

ぶ
り
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

《

第
３
部
１
班

》

指
揮
者

瀬

藤

慎

二

１
番
員

西

山

喬

士

２
番
員

丸

山

裕

二

３
番
員

片

山

敬

悟

《

第
３
部
２
班

》

指
揮
者

妹

尾

英

哲

１
番
員

瀬

藤

慎

二

２
番
員

瀬

川

隆

治

３
番
員

増

成

智

也

井
原
町
内
で
泥
棒
被
害
が
相

次
ぎ
、
警
察
や
各
自
治
連
合
会

で
は
住
民
へ
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

一
月
六
日
午
前
七
時
ご
ろ
、

郷
社
近
く
の
店
舗
が
荒
ら
さ
れ

て
い
る
の
を
家
族
が
見
つ
け
警

察
に
通
報
。
調
べ
で
犯
人
は
未

明
に
出
入
口
の
鍵
を
開
け
て
店

内
に
侵
入
し
、
営
業
許
可
証
の

入
っ
た
レ
ジ
ス
タ
ー
を
盗
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。

同
月
二
十
六
日
に
は
井
原
中

央
交
差
点
近
く
の
店
舗
で
も
自

転
車
や
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
る
被

害
が
発
生
。
後
日
、
井
原
大
橋

付
近
な
ど
へ
放
置
さ
れ
て
い
る

の
が
見
つ
か
っ
た
。

二
月
に
入
り
警
察
の
手
で
犯

人
は
捕
ま
っ
た
が
、
倉
掛
自
治

連
合
会
の
山
岡
会
長
や
神
崎
防

犯
交
通
部
長
は
「
出
入
口
や
窓

は
二
重
ロ
ッ
ク
が
効
果
的
。
よ

り
厳
重
な
防
犯
対
策
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
地
域
へ

注
意
を
促
し
て
い
る
。

つ
ど
え
～
る
が
二
月
二
十
二

日
、
就
実
大
学
の
杉
山
慎
策
教

授
を
招
い
て
講
演
会
を
開
く
。

同
大
学
は
来
年
度
よ
り
経
営

学
部
を
創
設
。
そ
の
初
代
学
部

長
予
定
者
の
杉
山
教
授
が
「
起

業
と
ま
ち
づ
く
り
」
の
演
題
で

講
演
す
る
。
つ
ど
え
～
る
で
は

現
在
、
受
講
者
を
募
集
中
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

岡
山
県
出
身
。
岡
山
大
学
法
文

学
部
卒
業
後
、
西
ワ
シ
ン
ト
ン

州
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
留
学
。
資
生
堂
Ｕ
Ｋ
社
長
。

岡
山
観
光
特
使
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／山岡弘幸

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

井
原
市
消
防
出
初
式
が
一
月
十
九
日
に
挙
行
さ
れ
、
市
内

の
団
員
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
式
典
に
臨
み
、
パ
レ
ー
ド
や
放
水

訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
本
年
度
の
活
動
に
入
っ
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド
実
施

「
起
業
と
ま
ち
づ
く
り
」

出 初 式

杉
山
教
授
が
講
演

井原分団消防操法訓練大会

部 長 竹内 誠（夏目）
副部長 西山 喬士（夏目）
副部長 松井 淳（夏目）
会 計 丸山 裕二（倉掛）
会 計 片山 敬悟（夏目）
消防班長 瀬藤 慎二（倉掛）
厚生班長 川相 智正（夏目）
機械班長 塚原 一徳（夏目）
水源班長 三嶋 紀之（倉掛）
組 長 増成 智也（夏目）
団 員 片岡 憲一（倉掛）
団 員 田中 利樹（倉掛）
団 員 井上 浩伸（夏目）
団 員 今井 豊（倉掛）
団 員 松本 大（夏目）
団 員 妹尾 英明（夏目）
団 員 瀬川 隆治（倉掛）
団 員 妹尾 英哲（倉掛）
団 員 田中 達也（倉掛）
団 員 翁 良輔（夏目）

※カッコ内は関係地区

泥
棒
被
害
続
出

倉
掛
の
店
舗
も

井

原

町

就
実

大
学

受講者募集

と き：２月２２日

受付 9：30～

講演10：00～11：30

会 場：つどえ～る

講 師：杉山慎策氏

（就実大学教授）

申込先：つどえ～る 62-9090

katudou@ibara.ne.jp

演 題：「起業とまちづくり」

締 切：２月１９日

受講料：無 料

駐車場：３３台

主 催：市民活動センター

後 援：井原市・市教育委員会

井原市社協・井原放送

※当日受付は席の都合がごさい

ますのでお問合わせ下さい。

≪つどえ～る講演会≫

第３部２班の４人による消防操法＝井原小学校校庭



総
合
格
闘
技
・
第
１
回
ア
マ

チ
ュ
ア
修
斗
・
井
原
オ
ー
プ
ン

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
一
月
二
十
六

日
、
井
原
市
体
育
館
格
技
場
で

開
か
れ
た
。

格
闘
技
を
間
近
で
観
戦
し
よ

う
と
会
場
を
訪
れ
て
い
た
県
内

外
の
フ
ァ
ン
や
倉
掛
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
の
面
々
は
、
試
合
が
始

ま
る
と
選
手
同
士
の
激
し
い
闘

い
ぶ
り
に
「
す
ご
い
迫
力
じ
ゃ

な
あ
」
と
驚
い
て
い
た
。

世
界
の
女
子
総
合
格
闘
技
界

で
活
躍
し
、
昨
年
十
月
に
現
役

を
引
退
し
た
藤
井
惠
さ
ん
（
倉

掛
・
藤
井
整
骨
院
）
は
こ
の

日
、
五
～
六
歳
児
ら
に
よ
る
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
の
進
行
や
審
判

員
を
務
め
る
な
ど
、
大
会
運
営

に
貢
献
。
地
元
井
原
で
指
導
者

と
し
て
の
存
在
を
示
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
二
月
二

日
、
厄
除
け
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
事
前

に
申
込
ん
で

い
た
氏
子
ら

が
参

拝

し

た
。一

回
目
の

祭
典
に
は
八

人
が
出
席
。

午
前
十
時
よ

り
大
山
秀
憲

宮
司
が
太
鼓

を
打
ち
な
が

ら
、
一
人
ひ

と
り
の
氏
名

を
読
み
上
げ
、
無
病
息
災
を
祈

っ
た
。
神
事
は
約
一
時
間
で
終

了
し
た
。

参
列
し
て
い
た
女
性
の
一
人

は
「
厄
払
い
を
し
て
い
た
だ
き

気
持
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

今
年
は
体
調
や
事
故
な
ど
に
注

意
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。

倉
掛
山
岳
同
好
会
が
平
成
二

十
六
年
度
登
山
ツ
ア
ー
の
候
補

地
を
検
討
し
て
い
る
。

同
会
は
平
成
十
六
年
の
富
士

山
を
皮
切
り
に
毎
年
夏
山
登
山

を
実
施
。
昨
年
は
御
嶽
山
～
伊

勢
神
宮
参
拝
コ
ー
ス
に
十
六
人

が
参
加
し
た
。
し
か
し
、
目
指

し
た
御
嶽
山
頂
は
台
風
接
近
と

重
な
り
、
全
員
半
ば
で
引
き
返

し
た
。
今
年
の
日
程
は
車
中
泊

を
含
む
二
泊
三
日
。
候
補
地
は

左
記
の
と
お
り
。

《
登
山
ツ
ア
ー
候
補
地
》

・
霧
ケ
峰
～
白
樺
湖
温
泉
～

諏
訪
大
社
～
熱
田
神
宮

・
木
曽
駒
ケ
岳
～
元
善
光
寺
～

熱
田
神
宮

・
西
穂
高
～
新
穂
高
温
泉
～

金
沢
～
兼
六
園

・
韓
国
岳
～
霧
島
神
宮
～
知
覧

～
水
前
寺
公
園

・
熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク
～

熊
野
大
社
～
串
本
温
泉
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2/15  協働のまちづくりシンポジウム
※13：30～アクティブライフ

2/19  サロンあすは交流会
※マジックショーほか

2/22  つどえ～る講演会
※１面参照

2/23  倉掛少年団入退団式
午前９時～ つどえ～る

3/ 2  井原分団第３部試運転日
3/ 2  全国健康マラソン井原大会
3/ 8  資源の日

古紙古着・廃食油回収
午前７時30分～９時

3/15  25年度倉掛自治会決算総会
3/16  井原市消防操法訓練大会
4/ 2  郷社清掃 午前８時～
4/ 4  郷社まつり
4/ 4  倉掛少年団・郷社境内清掃
4/ 6  井原分団第３部試運転日
4/12  26年度倉掛自治会予算総会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■１０㎝超える大雪にビックリ

（倉掛地内＝２月８日午前７時40分）
■大正橋で通行規制
舗装工事に伴い2月5日～3月7日（予定）ま

で大正橋が通行規制されている。午前7時30
分から午後5時は全面通行止。それ以外は片
側交互通行。歩行者及び自転車は終日通行可
能。詳しくは現地の工事看板で確認。問合せ
は県井笠地域事務所へ。（0865-69-1643）

今
年
の
登
山
は
ど
こ
？

候

補

地

を

検

討

中

倉掛山岳会

昨
年
大
晦
日
の
午
後
十
一
時
四
十
五
分
よ
り
郷
社
足
次
山
神
社

で
越
年
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
氏
子
ら
が
初
詣
に
訪
れ
た
。

参
道
に
は
幻
想
的
な
光
で
足
元
を
照
ら
す
竹
灯
篭
を
倉
掛
自
治

連
合
会
の
松
井
憲
司
さ
ん
（
12
の
２
組
）
ら
が
設
置
。
拝
殿
脇
へ

は
七
福
神
の
山
車
を
倉
掛
踊
乱
会
の
メ
ン
バ
ー
が
持
ち
込
み
、
祝

賀
と
華
や
か
さ
を
演
出
し
た
。
斎
灯
が
照
ら
す
境
内
の
一
角
で

は
、
今
年
も
瀬
川
芳
隆
さ
ん
（
18
の
１
組
）
、

山
本
勝
己
さ
ん
（
13
の
１
組
）
、
山
岡
秀
男
さ

ん
（
15
の
１
組
）
、
川
相
勝
さ
ん
（
14
組
）
ら

が
お
で
ん
や
、
ぜ
ん
ざ
い
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
を
開
き
、
参
詣
人
に
振
る
舞
っ
た
。

ア
マ
修
斗
・
井
原
で
初
開
催

郷 社 厄 除 け 祈 願 祭

無病息災祈る

郷
社
越
年

祈

願

祭

参
詣
人
の
注
目
を
集
め
た
七
福

神
の
山
車
や
門
松
＝
足
次
山
神

社
拝
殿
脇

参
道
の
両
脇
に
は
三
十
を
超
え

る
竹
灯
籠
が
並
び
、
参
詣
者
を

迎
え
た

総

合

格
闘
技

ちびっこエキシビションの進行役を務める惠さん（右）

階級別の試合で審判員を務める藤井惠さん（右）

藤井惠さん貢献


